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平
成
２４
年
の
初
当
選
以
来
、
２
期
連
続
当
選
の
三
ッ
林
ひ
ろ

み
衆
議
院
議
員
。
第
３
次
安
倍
改
造
内
閣
に
お
い
て
は
厚
生
労

働
大
臣
政
務
官
に
就
任
す
る
な
ど
、
そ
の
精
力
的
な
活
躍
ぶ
り

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
経
験
と
実
績
で
信
頼
あ
る
政
治
に
全

力
で
取
り
組
む
、
自
由
民
主
党
埼
玉
県
第
１４
選
挙
区
支
部
長
の

三
ッ
林
ひ
ろ
み
衆
議
院
議
員
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。三ッ林ひろみ衆議院議員

経験と実績で信頼ある政治

　

政
権
交
代
以
降
、
安
倍
内
閣
は
、
経
済
再
生

と
財
政
健
全
化
を
両
立
さ
せ
つ
つ
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
「
３
本
の
矢
」
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
極

め
て
短
い
期
間
で
、「
も
は
や
デ
フ
レ
で
は
な

い
」と
い
う
状
況
を
創
り
出
し
ま
し
た
。
現
在
、

有
効
求
人
倍
率
は
、
0
・
82
倍
か
ら
1
・
5
倍

へ
と
大
幅
に
改
善
、
失
業
率
も
、
4
・
1
％
か

ら
2
・
8
％
に
縮
小
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
国
の
税
収
は
約
15
兆
円
増

加
し
、
財
政
健
全
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
力
強
く
前

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

国
民
の
安
心
と
未
来
の
希
望
を
確
か
な
も
の

と
す
る
た
め
、
社
会
保
障
に
つ
い
て
は
、
平
成

2９
年
度
予
算
に
お
い
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
展

の
中
で
対
前
年
度
4
，
９
９
７
億
円
増
の
32
兆

4
，
７
３
５
億
円
（
国
の
予
算
の
33
・
3
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
将
来
へ
の
持
続
性
を
確
保

す
る
た
め
の
医
療
・
介
護
制
度
改
革
を
推
進
す

る
一
方
、
保
育
士
、
介
護
人
材
、
障
害
福
祉
人

材
の
処
遇
改
善
等
「
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
に

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
財
源
を
し
っ

か
り
と
確
保
し
、約
束
通
り
実
現
し
て
い
ま
す
。

更
に
年
金
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
、
国
民
健
康

保
険
へ
の
財
政
支
援
の
拡
大
等
を
含
め
、
１
兆

８
千
億
円
を
措
置
し
て
い
ま
す
。
私
は
地
域
医

療
に
携
わ
っ
た
医
師
と
し
て
の
経
験
を
生
か

し
、
引
き
続
き
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
・
健

康
寿
命
の
延
伸
等
の
施
策
を
す
す
め
、
私
が
や

ら
ね
ば
誰
が
や
る
を
信
条
に
、
世
界
に
冠
た
る

国
民
皆
保
険
制
度
を
守
り
、
日
本
の
医
療
、
介

護
、
福
祉
、
子
育
て
支
援
、
年
金
等
、
国
民
が

安
心
で
き
る
社
会
保
障
制
度
を
確
立
す
る
た
め

全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
国
の
「
未
来
」
そ
の
も
の
で
あ

　
　

平
成
二
十
九
年　

九
月
吉
日　

�

三
ッ
林
ひ
ろ
み

経歴
昭和３０年　埼玉県幸手市に生まれる
昭和４９年　埼玉県立春日部高等学校卒業
昭和５７年　日本大学医学部卒業
平成４年　医学博士取得
平成２１年　日本歯科大学附属病院副院長
平成２３年　自由民主党埼玉県第十四選挙
　　　　　区支部支部長
　　　　　日本大学医学部臨床教授
　　　　　日本歯科大学内科教授
平成２４年　第４６回衆議院総選挙　初当選
平成２５年　埼玉県バレーボール協会会長
平成２６年　第４７回衆議院総選挙　２期目
　　　　　当選
平成２７年　厚生労働大臣政務官　
平成２９年　葛西用水路土地改良区　理事
　　　　　長
現　職
　衆議院厚生労働委員会　理事
　　　　災害対策特別委員会　委員
　　　　地方創生に関する特別委員会　委員
　自民党内閣第一部会　副部会長
　　　　厚生労働部会　副部会長
　　　　一億総活躍推進本部　幹事
趣　味　剣道（参段）　柔道（初段）
　　　　詩吟（中傳）

埼玉
１４区

三ッ林ひろみ事務所　お気軽にお立ち寄りください

ホームページ　http://h-mitsubayashi.com/

国会事務所
〒１００-８９８２
東京都千代田区永田町２‒１‒２
　　衆議院第二議員会館５２２号室
電　話　０３（３５０８）７４１６
ＦＡＸ　０３（３５０８）３８９６

幸手事務所
〒３４０‒０１６１
埼玉県幸手市千塚４９０

電　話　０４８０（４２）３５３５
ＦＡＸ　０４８０（４３）３５３５

三郷事務所
〒３４１‒００２４
埼玉県三郷市
　　　　　　　　三郷２‒１‒１‒１０１
電　話　０４８（９３３）９７０２
ＦＡＸ　０４８（９３３）９７０４

る
子
供
た
ち
が
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
進
学
を
断
念
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
無
利
子

奨
学
金
の
拡
充
や
、
平
成
30

年
度
に
創
設
予
定
の
「
給
付

型
奨
学
金
」
の
先
行
実
施
な

ど
、
画
期
的
な
施
策
を
実
行

し
て
い
ま
す
。

　

郷
土
埼
玉
県
で
は
、
念
願

の
圏
央
道
が
昨
年
、
埼
玉
県

内
の
区
間
で
全
線
開
通
し
、
又
、
茨
城
県
で
も

本
年
2
月
26
日
に
全
線
開
通
し
成
田
空
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
は
じ
め
物
流
や
観
光
へ
の
大
き
な

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
の
東
京
駅
延
伸
や
東
埼
玉
道
路
の

早
期
開
通
、
三
郷
流
山
橋
の
架
橋
等
、
交
通
網

の
整
備
を
強
力
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
安
心
・
安
全
面
か
ら
は
利
根

川
・
江
戸
川
・
中
川
・
綾
瀬
川
の
堤
防
強
化
事

業
の
推
進
を
更
に
加
速
化
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
日
本
は
災
害
国
で
あ
り
、
私
も
与
党

自
由
民
主
党
の
議
員
と
し
て
、
災
害
対
策
に
全

力
で
臨
む
決
意
で
す
。

　

農
業
は
国
の
基も
と
い

で
す
。
農
業
農
村
整
備
事
業

の
充
実
し
た
予
算
の
確
保
と
、
成
立
し
た
農
業

競
争
力
強
化
支
援
法
を
も
と
に
、
農
業
所
得
の

増
大
・
農
家
経
営
の
安
定
等
、
豊
か
さ
を
感
じ

る
ふ
る
さ
と
実
現
に
向
け
て
邁
進
し
て
参
り
ま

す
。

　

私
は
埼
玉
県
第
14
選
挙
区
選
出
の
衆
議
院
議

員
と
し
て
緊
張
と
責
任
の
重
さ
を
か
み
し
め
な

が
ら
こ
れ
か
ら
も
重
要
課
題
に
ひ
る
む
こ
と
な

く
、
国
政
と
地
元
発
展
の
た
め
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
た
ま

わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
決
意

「
私
が
や
ら
ね
ば
誰
が
や
る
」



平成２９年（２０１7年）９月２３日（土曜日）

三ッ林ひろみ衆議院議員の活動アルバム

自
由
民
主
党
米
作
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

「
田
植
え
」
体
験
に
参
加

葛
西
用
水
路
土
地
改
良
区
理
事
長
と
し
て

水
資
源
機
構
・
利
根
大
堰
を
視
察

歯科医療の推進へ向けて、就任された加藤勝信厚生労働大臣（左から６人目）へ陳情活動　 自由民主党治水議連による八ッ場ダム工事現場の視察

後援会役員の皆様と国会議事堂正面にてミクロネシア諸島自然体験交流事業歓迎会 牧野たかお国土交通副大臣（左から６人目）に対し、
東埼玉道路の整備促進等に関する要望活動

八潮市夏祭り夜市にて

三郷市市制施行 ４５ 周年記念式典にて

幸手市八坂祭りにて

千鳥ヶ淵戦没者墓苑での遺骨引渡式に
自由民主党を代表して参列

埼玉みずほ農業協同組合通常総代会にて

千葉県・放射線医学研究所重粒子線治療施設を視察


